
建築意匠／図面

現在、世界で最も信徒数の多い宗教
はキリスト教、イスラム教、ヒンドゥー
教、仏教である。宗教の多様性は人
類の豊かさを形成するが、反対に
人々の間に亀裂を生じさせ紛争に発
展した歴史もある。今後の世界平和
を考えたとき、信仰するか否かに関わ
らず、多様な宗教の豊かさを知り、深
い相互理解を確立できる日常的な場
は重要である。そこで、それぞれの宗
教に特別な意味を持つ光に焦点を当
て、異なる宗教の文化を感じることが
できる日常的な祈りの場を提案する。
半透明なスクリーンの上に屋根のみ
見える様々な建築をつくる。それらの
建築の中ではその宗教を体験でき、
内側から宗教と光の関係を知ること
で理解を深めることができる。外部か
らは、内部の様々な光を予期できる。
半分街に開いた建築を一つのランド
スケープに修景し、それぞれの宗教
の独自性を判別できると同時に、調
和する街並みができるような、特別な
雰囲気を実現する。

光から成る荘厳性のコモンズ
多宗教への相互理解を可能にする祈りの場

建築デザインコース
山田領花

建築デザイン／図面・模型

石川県七尾市で行われる祭り「青柏
祭」では高さ約12m、幅約3.6mある
巨大な曳山「でか山」が奉納される際、
狭い道幅いっぱいに曳行されるでか
山を体験するために、観客が軒下や
駐車場などの私有地に入り込むこと
がある。観客は私有地へ入り込みな
がらも様々な視点場を確保して祭り
を体験している。道幅が狭く曲がり角
が連なる都市空間と、住民のでか山
を楽しんでもらいたいという思いから、
私有地への入り込みは成立している。
非日常での私有地への入り込みに対
する住民の許容を日常へ拡張して考
えることで様々な境界を曖昧にする。
日常では、住民や住民以外の人、有
形無形のモノが相互に行き来する住
民の許容力に基づいた分かち合いか
ら生まれる新たなコミュニティーの場
であり、非日常では、曲がり角で行う
でか山の方向転換である迫力ある辻
回しなど青柏祭を楽しむ様々な高さ
の新たな視点場として機能する場を
提案する。

非日常を日常に拡張する
石川県七尾市青柏祭における都市空間の使いこなしから

建築デザインコース
谷内遥香
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建築、コミュニケーションデザイン／レシピカード、図面、模型／A5版、h600×w900×d900mm

情報化や自然災害、高齢化などの影
響で現代社会で頻繁に耳にするよう
になった「繋がり」という言葉。もとも
と物理的・非物理的な両面の意味が
ある言葉だが、急速に変化する社会
状況の中でその意味はより複雑に
なっているのではないだろうか。そん
な今だからこそ、曖昧なまま多様され
ている「繋がり」の建築的な意味を整
理することが必要だと感じる。
本研究では、住空間とまちが一対一
の関係にある戸建て住宅を対象に、
建築家のまちとの繋がりの設計思考
の一端を明らかにし、それをもとに

『繋がりのレシピ』を開発することを目
的とする。また、レシピは設計の際に
参照するだけでなく、建主との相互理
解を深める媒体として位置付け、それ
を用いた設計手法を提案する。

Connection Design Methods
『繋がりのレシピ』を用いた設計手法の提案

建築デザインコース
北島陽貴

建築デザイン̶リノベーション／図面・模型

現在、日本の多くの地域で空き家が
増加している。また、高岡では、日本海
側最大の規模と言われる高岡七夕ま
つりも規模の縮小、衰退の一歩をた
どっている。今回山町筋の旧病院建
物を祭に関する拠点としてリノベー
ションする。高岡七夕まつりには欠か
せない大きな笹竹飾りの竹を再利用
し、天の川をコンセプトに空間を構成。
ファサードは人々の交差点となること
を願い、竹の網を絡ませながら設置。
内部は壁・床・網を天の川に見立て、
構成。外部や蔵・渡廊下部は、かつて
高岡七夕まつりが子供の成長を願う
物であったことから、子供の成長を促
す場とした。町に住む人々が日常的に
訪れやすく、観光客の休憩や情報入
手の拠点とすることで、町や祭を知る
きっかけを生み出す。そうすることで、
町や祭の良さや欠点を知り、繋げ、
“誇り”を持つきっかけとする。

衰退する町と祭の復興
山町筋と高岡七夕まつりの場合

建築デザインコース
山田いずみ
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建築再生-地域再生計画／模型h200×w1300×d1600mm／バナー

漁業を中心に町が栄えてきた歴史を
持つ富山県射水市新湊地区。内川と
漁船、15本の橋、間口の狭い町屋や
番屋が立ち並ぶ美しい町並みを求め、
近年では来訪者が増加している。
昭和中期頃まで、新湊の街路空間で
は漁作業や買い物、洗濯などの住民
による私的な活動が活発に行われ、
独自の”おつきあい”が営まれていた。
近年では、内川沿いの歩道空間の整
備や来訪者の増加に伴い、内川沿い
の空間の公共性が増加し、街路空間
での私的な活動が減少、公私の利用
の混在が見られる。
新湊の”おつきあい”に、来訪者や新
たな漁業従事者を巻き込み、漁村の
未来を支える新たな地縁を結ぶ場を
提案する。既存の町屋、使われなく
なった漁具倉庫と土蔵を改修し、ゲ
ストハウス、シェアハウス、食堂、ワー
クスペース、アトリエとギャラリーの設
計を行う。

生業が結ぶ川辺の地縁
射水市新湊地区の街路利用に着目して

建築デザインコース
北野まつ葉

キュレーション／企画、空間構成、写真撮影、編集

本来の役割を終えた町家は空き家と
なった。
解体する話もあったというが、大切に
手入れされてきたことで思いがつな
がり、今の所有者の手に渡った。
そして「農庵」と名付けられ、家は生ま
れ変わろうとしている。
そんな家が抱える記憶と、それをつな
ぐ人々の想いをキュレーションする。

記憶する家

建築デザインコース
亀山文音
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建築デザイン-地域再生計画／副論文／バナー／模型h300×w1300×d1600mm

漁業を中心に町が栄えた歴史のある
富山県射水市新湊地区。内川と漁船、
15本の橋、間口の狭い木造の町屋や
番屋が立ち並ぶ美しい町並みを求め、
近年では来訪者や移住者の増加が
見られる。
昭和中期頃まで、新湊の街路空間で
は漁作業や買い物、洗濯などの住民
による私的な活動が活発に行われ、
独自の”おつきあい”によるコミュニ
ティが構築されていた。近年では、内
川沿いの歩道空間の整備や来訪者
の増加に伴い、内川沿いの公共性が
増加し、街路空間での私的な活動が
減少、公私の活動の混在が見られる。
住民の街路空間での活動に着目し、
来訪者や移住者、新規漁業従事者を
巻き込みながら、漁村のおつきあいの
継承、新たな地縁を結ぶための場を
提案する。

生業が結ぶ川辺の地縁
射水市新湊地区の街路利用に着目して

建築デザインコース
北野まつ葉

キュレーション／企画、空間構成、写真撮影、編集

本来の役割を終えた町家は空き家と
なった。
解体する話もあったというが、大切に
手入れされてきたことで思いがつな
がり、今の所有者の手に渡った。
そして「農庵」と名付けられ、家は生ま
れ変わろうとしている。
そんな家が抱える記憶と、それをつな
ぐ人々の想いをキュレーションする。

記憶する家

建築デザインコース
亀山文音
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芸術文化キュレーションコース
アートマネジメント

有原千尋

Geibun Prize 2019 受賞

地域コミュニティを対象としたアート活動の評価手法開発
金石大野芸術計画をケーススタディとして

　近年、アートは社会にその領域を拡張している。「地域」と
「アート」が出会い混ざりあう「地域コミュニティを対象とした
アート活動」は、新たな表現創出や価値観変容など「芸術文
化的効果」と、新たな繋がり形成や地域愛着醸成など「社会
的効果」を有するアート活動である。しかし一方、その活動効
果は数字ではかることが難しく、明確な評価手法や評価軸は
確立されていない。本研究では、視覚化や数値化が難しい効
果をはかり、運営主体が活動展開・改善への活用や活動価
値を伝えるツールとしての手法開発を目的とした(図1参照）。
　3つの研究プロセスの実践によって、新たな評価手法の検
討・構築および妥当性と有用性の検証を行った（図2参照）。
　本研究の成果として、【（1)地域コミュニティを対象とした
アート活動には「芸術文化的効果」と「社会的効果」があり、活
動評価に必要な観点である】こと、【（2)地域住民の活動参画
性の高さと活動効果の高さに関連がある】こと、【（３）開発した
評価手法が一定の妥当性や有用性を有している】ことの3点
を挙げる。「地域コミュニティを対象としたアート活動」の有す
る内的価値をはかる評価手法は、活動を客観視するための

「ものさし」として、また第三者にアート活動の価値を伝えるた
めの「翻訳ツール」として機能するものであり、今回得られた
知見をもとに、より汎用性のある評価手法開発が求められる。

　

［主要参考文献］
林容子/進化するアートマネージメント/レイライン/2005年

写真1 「金石大野芸術計画」の活動風景

図1 研究背景と目的のフローチャート

図2 研究プロセスのフローチャート
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建築デザインコース
建築計画・都市計画

串田優衣

Geibun Prize 2019 受賞

富山駅周辺エリアにおける滞留行動と空間特性の関係
公共交通機関利用者の待ち時間に着目して

11680033

1　研究の概要

　地方都市の駅では待ち時間が発生しやすい。様々な利用背
景をもつ多くの人にとって、ただ待つだけといった退屈な時間
ではなく、より豊かで有意義な待ち時間を過ごせる空間計画
が必要だと考える。
　本研究ではそのための基礎的知見を得るために、富山駅を
対象とし、公共交通機関利用者の待ち時間における「滞留行
動」と「空間特性」の関係を明らかにすることを目的とする。本
研究では4つの調査（①選択特性アンケート調査、②空間調査、
③利用実態アンケート調査、④アクティビティ調査）を実施し、
滞留行動と空間特性の関係について考察する。

2　調査

　まず、富山駅に滞留していた公共交通機関利用者を対象と
し、選択特性アンケート調査（N＝200）を行った。その結果、待
ち時間における滞留空間として、駅内外にある様 な々空間が選
択されていることと、待ち時間における滞留空間の選択条件に
は待ち時間の長さといった利用者特性が関係していることを明
らかにした。

　次に、アンケートにて回答のあった滞留空間について、「建物
構成要素」、「アクセス・位置関係」、「ストリートファニチャー」の
視点から空間構成要素を把握し、整理した。その結果、「〈屋内
空間－屋外空間〉」、「〈駅内施設－駅外施設〉」、「〈通路との隣
接関係〉」によって6つのタイプに分類した。
　続いて、その空間分類をもとに空間特性の異なる4つの空間
を選定し、それぞれの空間にて利用実態アンケート調査
（N=709）を行った。空間分類別の利用者属性、空間選択理由
(図1）、空間評価から、空間ごとの待ち時間における選択特性
を明らかにした。また、同じ空間であっても利用者属性によって
選択特性に異なる傾向があることが分かった。
　最後に、アクティビティ調査によって利用者の滞留行為（図
２）や滞留位置、滞留姿勢、滞留時間などを把握し、空間ごと
の待ち時間における滞留行為の特徴を明らかにした。どの空
間においてもストリートファニチャーの位置に従った滞留行為
が多くみられ、周辺環境によって滞留行為に差異が見られる
ことが明らかとなった。

３　考察（富山駅周辺エリアにおける滞留行動と空間特性の
関係）

　本研究の調査結果より明らかとなった待ち時間における滞
留行動には、以下3つの空間特性が影響を与えていると考え
られる。
　1つ目は「乗降場までの距離」である。待ち時間における滞

留行動ではそのあとの乗降行為に意識が向けられており、乗
降場までの距離や乗降場の視認性は大きな影響をもたらして
いると考えられる。
　2つ目は「ストリートファニチャー」である。ベンチや柱のある
位置に滞留する、ベンチのある位置では滞留時間が長くなる、
テーブルのある場所では行為が多様化するといった結果から、
ストリートファニチャーの種類や配置が滞留行為に大きく影
響すると考えられる。
　3つ目は「周辺環境」である。屋外空間では屋内空間よりも
周囲に気を使う行為である会話や電話、飲食などが多く見ら
れたことから、周辺環境の滞留行為における許容力の高い空
間では多様な行為が見られることが分かった。
　また、滞留行動は人によるものであり、以下２つの利用者特
性も影響を与えていると考えられる。
　1つ目は「待ち時間の長さ」である。待ち時間が短い場合に
は乗降場までの距離といった「利便性」が重要視され、待ち時
間が長い場合にはベンチの有無やその他複数の様々な項目
で構成される「空間の質」が重要視される傾向が見られた。
　2つ目は「空間認知度」である。富山駅を日常的に利用する
人は様々な空間の中から自身の待ち時間における状況に合わ
せた過ごしやすい空間を選択することができるのに対し、富山
駅を普段利用しない人は駅周辺エリアの滞留空間を認知し
ていない人が多く、目の届く範囲にある空間を選択するといっ
た特性が明らかになった。

図2．空間分類別の滞留行為

図1．空間分類別の選択理由
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建築デザインコース
建築計画・都市計画

串田優衣

Geibun Prize 2019 受賞

富山駅周辺エリアにおける滞留行動と空間特性の関係
公共交通機関利用者の待ち時間に着目して

11680033

1　研究の概要

　地方都市の駅では待ち時間が発生しやすい。様々な利用背
景をもつ多くの人にとって、ただ待つだけといった退屈な時間
ではなく、より豊かで有意義な待ち時間を過ごせる空間計画
が必要だと考える。
　本研究ではそのための基礎的知見を得るために、富山駅を
対象とし、公共交通機関利用者の待ち時間における「滞留行
動」と「空間特性」の関係を明らかにすることを目的とする。本
研究では4つの調査（①選択特性アンケート調査、②空間調査、
③利用実態アンケート調査、④アクティビティ調査）を実施し、
滞留行動と空間特性の関係について考察する。

2　調査

　まず、富山駅に滞留していた公共交通機関利用者を対象と
し、選択特性アンケート調査（N＝200）を行った。その結果、待
ち時間における滞留空間として、駅内外にある様 な々空間が選
択されていることと、待ち時間における滞留空間の選択条件に
は待ち時間の長さといった利用者特性が関係していることを明
らかにした。

　次に、アンケートにて回答のあった滞留空間について、「建物
構成要素」、「アクセス・位置関係」、「ストリートファニチャー」の
視点から空間構成要素を把握し、整理した。その結果、「〈屋内
空間－屋外空間〉」、「〈駅内施設－駅外施設〉」、「〈通路との隣
接関係〉」によって6つのタイプに分類した。
　続いて、その空間分類をもとに空間特性の異なる4つの空間
を選定し、それぞれの空間にて利用実態アンケート調査
（N=709）を行った。空間分類別の利用者属性、空間選択理由
(図1）、空間評価から、空間ごとの待ち時間における選択特性
を明らかにした。また、同じ空間であっても利用者属性によって
選択特性に異なる傾向があることが分かった。
　最後に、アクティビティ調査によって利用者の滞留行為（図
２）や滞留位置、滞留姿勢、滞留時間などを把握し、空間ごと
の待ち時間における滞留行為の特徴を明らかにした。どの空
間においてもストリートファニチャーの位置に従った滞留行為
が多くみられ、周辺環境によって滞留行為に差異が見られる
ことが明らかとなった。

３　考察（富山駅周辺エリアにおける滞留行動と空間特性の
関係）

　本研究の調査結果より明らかとなった待ち時間における滞
留行動には、以下3つの空間特性が影響を与えていると考え
られる。
　1つ目は「乗降場までの距離」である。待ち時間における滞

留行動ではそのあとの乗降行為に意識が向けられており、乗
降場までの距離や乗降場の視認性は大きな影響をもたらして
いると考えられる。
　2つ目は「ストリートファニチャー」である。ベンチや柱のある
位置に滞留する、ベンチのある位置では滞留時間が長くなる、
テーブルのある場所では行為が多様化するといった結果から、
ストリートファニチャーの種類や配置が滞留行為に大きく影
響すると考えられる。
　3つ目は「周辺環境」である。屋外空間では屋内空間よりも
周囲に気を使う行為である会話や電話、飲食などが多く見ら
れたことから、周辺環境の滞留行為における許容力の高い空
間では多様な行為が見られることが分かった。
　また、滞留行動は人によるものであり、以下２つの利用者特
性も影響を与えていると考えられる。
　1つ目は「待ち時間の長さ」である。待ち時間が短い場合に
は乗降場までの距離といった「利便性」が重要視され、待ち時
間が長い場合にはベンチの有無やその他複数の様々な項目
で構成される「空間の質」が重要視される傾向が見られた。
　2つ目は「空間認知度」である。富山駅を日常的に利用する
人は様々な空間の中から自身の待ち時間における状況に合わ
せた過ごしやすい空間を選択することができるのに対し、富山
駅を普段利用しない人は駅周辺エリアの滞留空間を認知し
ていない人が多く、目の届く範囲にある空間を選択するといっ
た特性が明らかになった。

図2．空間分類別の滞留行為

図1．空間分類別の選択理由
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地域における親子の居場所とその特性について
居場所感の視点から

1.研究の目的と方法

　居場所感の視点から、地域の中で親子にとって居場所だと
認知されている場所の特性と、そこを居場所だと感じる親の
特性を明らかにすることで、地域における親子の居場所の実
態を明らかにすること。富山市、高岡市の乳幼児健診にてアン
ケートを配布回収し、結果を分析する。

2.親子の居場所の有無と利用形態

　居場所の有無と回答者の属性とでクロス集計表を作成し、
カイ二乗検定を行った。その結果居場所の有無には子育ての
経験や環境への慣れが関係していることが明らかになった。
親子の居場所として挙げられた場所は「公園」67「実家・親戚
宅」64「商業施設」23「子育て支援施設」12が主であった。

3.居場所感を構成している因子
　
　居場所感尺度の回答を用いて因子分析を行ったところ、居
場所感を構成している因子として【濃密】因子【のびのび】因
子【刺激】因子の3つの因子があることが明らかになった。そ

れぞれの因子の特徴は以下である。
　【濃密】因子　　　　自身と周囲の密な関係性があること
　【のびのび】因子　　周囲に気を遣うことなく、自身が自　
　　　　　　　　　　然体でいられること
　【刺激】因子　　　　多様な出会いや機会があること

4.居場所感による親の類型化

　そしてこの３つの因子を用いて回答者をクラスター分析を
行ったところ、回答者を4つのグループに分類することが出来た。
それぞれのグループの特徴は以下である。
　第1クラスタ『不自由型』：居場所において周囲に気を遣わず

自分自身が自然体でいられることが出来ない親
のクラスタ

　第2クラスタ『孤立型』：居場所において周囲との濃密な関係
性を築いたり新しい多様な出会いや発見をする
ことがない親のクラスタ

　第3クラスタ『豊潤型』：周囲との密な関係性がありかつ自分
自身が自然体でいられ、さらに出会いや発見な
どの刺激もある、非常に高い居場所感を持つ親
のクラスタ

　第4クラスタ『安全型』：出会いや発見などの刺激よりも、周囲
との密な関係性があり、かつその中で自分自身
がリラックスもできることが居場所感を構成して
いる親のクラスタ

5.まとめ

１）居場所の有無の違いは子育ての経験や環境への慣れが
関係している

２）地域における親子の居場所は主に「公園」67「実家・親戚

宅」64「商業施設」23「子育て支援施設」12が挙げられた
３）居場所感を構成している因子として【濃密】【のびのび】【刺

激】の３つがある
４）人によって持つ居場所感は異なり、『不自由』型『孤立』型
『豊潤』型『安定』型の４つのタイプに分けられる

５）「公園」「実家・親戚宅」「商業施設」「子育て支援施設」はそ
れぞれ異なる特性を持っており、異なる属性や育児状況を
持つ人が居場所として選択している

６）人のタイプごとに属性や育児状況は異なり、それぞれ異な
る居場所を持っている。

表1　見出された因子
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　【刺激】因子　　　　多様な出会いや機会があること

4.居場所感による親の類型化

　そしてこの３つの因子を用いて回答者をクラスター分析を
行ったところ、回答者を4つのグループに分類することが出来た。
それぞれのグループの特徴は以下である。
　第1クラスタ『不自由型』：居場所において周囲に気を遣わず

自分自身が自然体でいられることが出来ない親
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　第2クラスタ『孤立型』：居場所において周囲との濃密な関係
性を築いたり新しい多様な出会いや発見をする
ことがない親のクラスタ
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どの刺激もある、非常に高い居場所感を持つ親
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がリラックスもできることが居場所感を構成して
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関係している
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３）居場所感を構成している因子として【濃密】【のびのび】【刺

激】の３つがある
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